2013年11月2日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・勉強：第3章41,42節、第7章14節、第12章6,7節、第18章57，58，65，66節
　バガヴァッド・ギーター第3章の要約です。

アルジュナはクリシュナに対して、「どうして人は過ちを犯してしまうのか?」と尋ねます。

シュリ・クリシュナは我々の持つラジャス的性質がその原因であると答え、さらにどうしたらこの問題を解決できるかについて説明します。

第3章41節にその答えがあります。

バーラタ王の最も秀れたる子孫(アルジュナ)よ!　先ず己の感覚器官を統御し、正智と正悟を壊そうとする罪深き欲望を完全に消し去りなさい!

バガヴァッド・ギーターに超能力の話は一切出てきません。

我々はある人の霊的深化の度合を測る基準として、超能力を考えてしまいがちです。
ある僧に超能力がないと、その霊性はたいして高くないと思います。

聖者は必ず超能力を持つものだと思い込み、その霊性を判断する尺度として超能力を考えます。

しかしバガヴァッド・ギーターにはそのような話は全くなく、ひたすら我々の努力を求めます。
クリシュナにはもちろん超能力があり、イエスも同じです。

聖書にはイエスの超能力について書かれていますが、バガヴァッド・ギーターをはじめとして、ヒンドゥー教の聖典は超能力についてあまり言及しておらず、我々は努力によって霊的に進歩すべきだと教えています。

心のコントロールは大変難しく、まるで風をコントロールするようなものです。
クリシュナはこの大変困難なコントロールを超能力ではなく、実践(アビヤーサ:Abhyasa)と

抑制(ヴァイラギャ:Vairagya)によって成し遂げよ、と教えます。
何も神秘的な話は出てきませんし、あるマントラを唱えればすべて解決するとも言いません。
シュリ・クリシュナにとってアルジュナはとても信愛なる人物ですが、彼に対して心をコントロールすることのできるマントラを教えるようなことはしませんでした。
マントラを一回だけ唱えたり、一日だけパワースポットを訪れても、何も変化は起こりません。

とりあえずわずかな効果はあるかも知れませんが、それは一時的ですぐになくなってしまうことを知っておいてください。毎日のたゆまぬ実践が必要なのです。

感覚、心、知性をコントロールするよう、日々努力してください。

シュリ・ラーマクリシュナとスワミ・ヴィヴェーカーナンダの教えの特徴も全く同じで、そこには神秘的な能力は全く登場しません。
のみならず特にシュリ・ラーマクリシュナは、超能力に関して大変批判的でした。

なぜなら超能力を獲得することによって、その人には自惚れが生じ、それが彼の霊的な深化を妨げるからです。

超能力を持っていない人達を見下すようになり、堕落してしまいます。

悟りの一番の障害が、自惚れです。

問題から逃げずに立ち向かえ、というのがクリシュナの教えです。
ではどのように実践するのかは、42節に書かれています。
感覚は肉体より優れ、心は感覚より優れ、知性は心より優れているが、かれ(魂)は知性よりさらに優れている。

最終的には知性をも超越しなさい、というのクリシュナの教えです。
なぜなら、知性も過ちを犯すことがあるからです。

知性が限定された状態にある時、正しい決定はできません。

安定した抑制のためには、知性も超越してください。

では知性を超越するとはどういうことかと言えば、アートマンを悟ることです。

どのように世俗的になり、どのように霊的になるのか、またどのようにマーヤが現れ、どのようにマーヤが消えるのか、そのポイントを理解することは大変重要です。

ポイントは何かと言えば、哲学的にはエゴ(アハン：Aham)です。

このエゴとは自惚れの意味ではなく自我のことであり、私意識、私の～意識のことです。

では、エゴの上のレベルはなんでしょう。

細かく分類すれば全体的知性、その上は根本エネルギー、さらにその上のレベルは未顕現の存在といろいろあるのですが、バガヴァッド・ギーターではそこまで詳しく分類していません。
ウパニシャッドでは詳細に説明されていて、個人的知性の上は全体的知性⇒プラクリティ⇒顕現した存在⇒未顕現の存在⇒ブラフマンとレベルが上昇していきますが、バガヴァッド・ギーターではそこまで詳述されていません。

アートマン(Atman)

↑↓

自我(アハン:Aham)

↑↓

知性(ブッディ:Buddhi)

↑↓

心(マナス:Manas)

↑↓

感覚(インドリヤー:Indriya)

↑↓

肉体(デーハ:Deha)
「かれ(魂)は知性よりさらに優れている」と表現されているアートマンと知性との中間に、ここには書かれていませんが、自我のレベルが存在するというのが重要なポイントです。
そしてこの自我が自分自身を、下のレベルの知性、心、感覚、肉体と同一視するか、あるいは
上のレベルのアートマンと同一視するかは我々に委ねられています。
下のレベルと同一視すれば世俗的になりマーヤにとらわれますし、アートマンと同一視すれば神聖になります。大変重要なポイントであり、選択権は我々にあります。

下のレベルとの同一視が無知と束縛、上のレベルとの同一視が解脱をもたらします。
このことは頭では容易に理解できますが、本当の意味での理解は大変難しいのです。

しかし実践のためには、このことを理解しておくことが必要です。

ギャーナ・ヨーガはいろいろ難しい説明をしているように見えますが、そのエッセンスはまさにこのことであり、自我が自分を何と同一視するかが問題なのです。

前回の講話で誰かから、このことが頭では簡単に理解できるのにどうして実践が難しいのか、という質問がありました。
これに対する答えは、「我々の自我がはるか昔の何世も前の過去世から今生に至るまで、長い間絶えず自分を下位の知性、心、感覚、肉体と同一視してきたから」です。

我々の本性はアートマンなのですが、何世にもわたって朝から晩までエゴが自分を下のレベルと同一視してきたので、そう簡単に上位のアートマンとの同一視ができないのです。

「名声と霊性」という有名な本の著者であるスワミは、常日頃から長時間のジャパ(神の名やマントラを繰り返し唱える実践)を強く勧めていました。
ある人が「どうしてそれほど長時間のジャパが必要なのですか?」と質問したところ、スワミは「あなたは一日のうち、何回自分は肉体であると考えますか?」と逆に聞き返しました。

質問者が「絶えず考えています」と答えると、スワミは「そのことを忘れないように。それだけ強く自分は肉体だと考えているなら、その考えを取り除くために、やはりそれに見合った長時間のジャパが必要なのです」と答えました。

もともとはきれいで透明なガラス製のインク壺も、長い年月インクを入れておくと黒く汚れてしまいます。
このインク壺を再びきれいな元の状態に戻したいなら、インクが入れられていた時間に応じて何度も何度も水洗いをする必要があります。
このインク壺を洗うためのきれいな水に相当するのがジャパです。

インク壺を洗うためにはきれいな水が必要ですが、我々の霊性の浄化のためにはきれいな考えが必要です。

まず最初の段階では、同一視の前に非同一視の実践が必要です。
つまり、「私は肉体ではない、感覚ではない、心ではない、知性ではない」というように、自我をその下のレベルに対して、「～ではない」と強く意識するのです。

そしてその実践が進んだ後の段階が、「私はアートマンである」という同一視の実践です。
シャンカラチャーリヤの作ったニルヴァーナ・シャタカム(Nirvana Shatakam)という、6節から成る大変有名な歌も全く同様に、各節とも最初は否定(非同一視)で始まり、そして最後に肯定(同一視)で終わるという構成になっていて、これはウパニシャッドのプロセスでもあります。(末尾英訳参照)
これまで説明してきたのはギャーナ・ヨーガの道ですが、より易しい道が第3章には出てきませんがバガヴァッド・ギーターの他の箇所で説明されており、それがバクティ・ヨーガです。
我々が問題にしているのは、「欲望と怒りをどのように取り除くのか」でした。
バガヴァッド・ギーターの中のバクティ・ヨーガについて説明する前に、チャンディ聖典(SriSri Chandi)について少し話します。
チャンディは母なる神の名前であり、この聖典は母なる神について書かれています。

この聖典の一節に次の言葉があります。

母なる神(マハーマーヤ)は、知識がある人の心も惹きつけます(束縛します)。しかしマハーマーヤにすべてを委ねるなら､その同じマハーマーヤの恩寵で、束縛は消え去ります。
ここで知識がある人というのは、本当に悟った人のことではありません。

これこそバクティ・ヨーガであり、ここには識別(ギャーナ・ヨーガ)については一切出てきません。識別ではなく、頼る、任せる、祈ることが強調されています。
シュリ・クリシュナも母なる神と同じく神の化身です。

クリシュナ、マハーマーヤ、カーリー、ドゥルガーは同じ一つの存在の、それぞれ個別の現れ方なのです。
ではバガヴァッド・ギーターに書かれているバクティ・ヨーガについて見てみましょう。

第7章14節を見てください。

世の人々が、これら三性質から成る私の幻象に、惑わされずにいることは非常に難しい。だが私にすべてを委ねて帰依する人は、容易とその危険を乗り超えられるであろう。
先程のチャンディ聖典の一節と全く同じであり、チャンディ聖典でのマハーマーヤに相当する存在が、バガヴァッド・ギーターではシュリ・クリシュナです。
第三章でもトリグナ(三性質)について説明されていますが、三つのグナはすべて鎖であり、タマスは鉄の鎖、ラジャスは銀の鎖、サットワは金の鎖という違いはあるかもしれませんが、我々を束縛することには変わりありません。

この鎖から識別によって解放されるのは大変難しいのですが、この第7章14節はクリシュナに帰依することによって、クリシュナの恩寵でそれが可能であると説いています。

なぜならグナとはつまりマハーマーヤであり、それはクリシュナそのものでもあるからです。

興味深いのは、セム族の宗教であるキリスト教、ユダヤ教、イスラム教では神と悪魔(サタン)を別々の存在だととらえているのに対し、ヒンドゥー教では両者が同じひとつの存在の異なった形での表現である、と考えられていることです。
たとえば毒蛇とその毒について考えると、毒は毒蛇以外の生き物にとって危険なのであり、毒蛇には何の害も及ぼしません。

そして毒は毒蛇の中にあり、毒と毒蛇は別のものではありません。

同じひとつの存在から知識が現れていないとき、それが無知です。

そして無知と悪魔は同じであり、ヒンドゥー教では罪や悪魔という言葉は使いません。
無知が消えれば、あなたの本性が現れます。

これはとても論理的であり、個人について考えてみても、同じ一人の人間の中に知識もあれば無知もあることは理解できると思います。
無知がなくなれば知識が現れる、ただそれだけのことです。

個人というミクロレベルと同様に、マクロレベルでも神の中に知識と無知の両方が存在します。

本当は神は純粋な意識であり無知は存在しないのですが、無知である我々が神について考えると、自分たちの中にある無知を神の中にも見出します。
本来我々も神と同じく純粋な意識であるはずですが、無知のせいで自分を罪人だと考えます。

我々は過去も、現在も、未来でも罪人ではありません。本当は無知すら存在しないのです。

ウパニシャッドの中に無知の例として、明かりのない部屋で縄を蛇と間違えてしまうという有名な話があります。

縄はずっと以前から縄のままであり、未だかつて蛇に変化したことなどなく、蛇は非実在です。

縄を蛇だと勘違いするのは、あなたの想像に問題があるのです。

悪魔は実在せずあなたが想像しているだけであり、罪人という考えもまたあなたの想像です。

非実在を想像するのではなく、実在を想像するようにしてください。

しかし実在を想像するのは識別であり、それは困難な道なので、シュリ・クリシュナは自分に帰依せよとバクティ・ヨーガを勧めているのです。
第12章6，7節を見てください。

だが私を最高目標と定め、すべての行為を私のために捧げ、常に私のことのみを想い礼拝する人達、

つまり常に自分の心を私に結びつけている人達にとって、私は、彼らを速やかに生死の海から救い出す救い主となるのだ。プリター王の息子(アルジュナ)よ!

シュリ・クリシュナの恩寵で解脱が可能である、と同じことを言っています。
第18章57，58節を見てください。

ここでもシュリ・クリシュナにすべてを委ねることについて書かれています。

私を最高最終の目的とし、あらゆる行為を私に捧げるという気持ちを持ち、君の意識を常に私に定め、満たしておきなさい。
君の心が私の上に定まっていれば、私の恵みにより、君のすべての障害は除かれるであろう。だが、自惚れてしまって私の言葉を聞かぬなら、君は滅びてしまうであろう。

第18章65，66節を見てください。
常に私を想い、私を信じ、私に供養し、私を礼拝しなさい。そうすれば君は必ず私の住処に来られる。君は私の信愛の友だから、そのことを君に約束する。

あらゆる宗教の形式を斥け、ただひたすら私に頼り、服従しなさい。そうすれば、私がすべての悪業報から君を救ってあげよう。だから、なんら心配することはない。
「私に頼りなさい。そうすれば私はあなたを守ります。私の恩寵で解脱もできます」と同じことを言っています。
欲望、幻惑、罪をどうしたら取り除けるのかが、いま我々が問題にしていることです。

バクティ・ヨーガはとても自然な道です。

大きな愛は小さな愛を圧倒します。バクティ・ヨーガは神に対する偉大な愛です。
若い人はいろいろとたくさんの世俗的なものを好みますが、結婚すると愛の中心は妻、または夫へと変わります。

妻や夫に対する愛が、それまでの愛を圧倒します。

次に子供が生まれると、今度は夫婦間の相互の愛は、子供に対する愛によって圧倒されます。

同じように神に対する愛が増大すれば、それ以外の愛は取るに足らないものになります。
世俗的なものに対する興味が失われてゆきます。これがバクティ・ヨーガです。

我々の欲望とは、「あれも欲しい、これも欲しい」と好きなものがいっぱいあることです。

時には非道徳的な手段を使ってでも、欲しいものを手に入れようとし、堕落し罪を犯します。

世俗的なものより神のほうが好きになると、次第に世俗的なものに対する興味はなくなります。

罪を犯す可能性は徐々に少なくなっていきます。

世俗的なものは神と違い、有限で一時的で変化して、最後にはなくなります。

神はその反対で、無限で永遠で変化することなく、始まりも終わりもありません。
あなたの興味の中心が、世俗的なものなのか神なのか、それが重要です。

神を好きになると徐々に清らかになり、無知や束縛がなくなり、その結果自然に欲望や怒りが消え失せます。

これはとても自然な道であり、識別のような他の実践は不要です。

ギャーナ・ヨーガのシャーマ、ダーマ（Shama，Dama)、パタンジャリ・ヨーガのヤーマ、ニャーマ(Yama，Niyama)といった、きびしい体や心の訓練は必要ありません。
しかしいくらバクティ・ヨーガが自然な道だとは言っても、神に対する愛が少ししかなければ結果は出ません。
朝晩一回ずつ神社で柏手を打ってもだめで、一日中神のことを考えて神のことが好きになり、絶えず神に祈り、神の名を唱え、神についての本を読み、話を聞き、すべての人、物、状況、場所の中に神を見なくてはいけません。

これはこれで簡単なことではないかもしれませんが、自然な道ではあります。

大切なのは感情(フィーリング)をチェンジすることであり、家族、友達、世俗的なものに向けていた感情を、神のほうに向けるのです。

皆さん一人一人に感情がありますが、ほとんどは世俗的なものに向けられた不純な感情です。
皆さんの感情は、好きな人、息子、娘、夫、妻、肉体、仕事に向けられています。
神が好きであるというのと、神を愛しているというのは違います。

神が好きであるという人はたくさんおり、たいていの信者はそうです。

ただ単に神が好きであるというのと、本当に神を愛しているということを区別する基準はなんでしょうか?

心底神を愛していたなら、その人には何も欠点が現れません。

欠点とは、欲望、自惚れ、怒り、嫉妬、幻惑のことです。

神を好きであることと神を愛することを、混同しないでください。

最初の段階で神を好きになるのは結構ですが、神を愛するのははるかに深いことなのです。

たいていの人は生まれてから死ぬまで、神が好きだというレベルにとどまります。
しかしこのレベルから先に進まなければ、問題は解決しません。

これはギャーナ・ヨーガも同じで、ある時はブラフマンのことを考えているが、別の時には忘れているようでは解脱は不可能です。

バクティ・ヨーガでもある時は神のことを考えていても、別の時には忘れていたなら、神の恩寵にはにあずかれません。

バクティ・ヨーガでは肉体、感覚、心のコントロールは必要なく、ただ神への愛を深めることだけが必要なのです。
シュリ・ラーマクリシュナに関する記述を読むと、いかに彼のカーリー女神に対する愛が深かったのかがわかります。
シュリ・ラーマクリシュナは朝から晩まで絶えず「母よ!母よ!」と、まるで他の人のことを知らない乳飲み子が母を呼ぶように、カーリー女神を求めました。

ラーダ―のシュリ・クリシュナに対する愛、イエスの「父」と呼ぶ神に対する愛、ムハンマドのそれ、すべて同じです。

有名なイスラム教の女性の聖者ラヴィアについて聞いたことがありますか?

ある人がラビアに対して質問しました。

「あなたは神の事を考えていますか?」

「ええ、もちろん」

「悪魔についても考えていますか?」

「そんな時間はありません」

これが理想です。

神について深く考えると、悪魔や世俗的なことを考える時間などありません。

神が生活の中心であり、朝から晩まですべての人と物の中に神だけを見るなら、欲望や嫉妬はなくなります。

そもそも欲望や嫉妬が生じる原因は、自分と他人や物は別々な存在であると考えることですが、すべての人と物の中に神だけを見る人にとっては、自分と他人の間に境界はありません。
ウパニシャッドによれば、恐れ、苦しみ、悲しみ、欠点、罪の原因はこの別々の存在という考えにあります。
ギャーナ・ヨーガのすべては同じブラフマン、バクティ・ヨーガのすべては同じ神という考えを実践できれば、欲望の発生する余地はありませんし、罪も犯しません。
バクティ・ヨーガではすべては神の意志によって起ると考えるのであり、そう考えなければ神に全面的に帰依するということなどできません。

バクティ・ヨーガは自然な道ですが、前に述べたように神に祈り、その名を唱え、神についての本を読み、話を聞くことによって、ひたすら神への愛を深める努力が必要です。
参考：シャンカラチャーリヤ作　ニルヴァーナ・シャタカム英訳
	  
	
Atma-Shatakam / Nirvana Shatakam
The Song of the Self
by Adi Shankara
788-820 CE
(more by Shankara; scroll down)
1)
I am not mind, nor intellect, nor ego, 
    nor the reflections of inner self (chitta). [more]
I am not the five senses. [more] 
I am beyond that.
I am not the ether, nor the earth, 
    nor the fire, nor the wind (the five elements). 
I am indeed, 
    That eternal knowing and bliss, Shiva,
    love and pure consciousness.
 
2)
Neither can I be termed as energy (prana), 
    nor five types of breath (vayus), [more]
    nor the seven material essences, [more]
    nor the five coverings (pancha-kosha). [more]
Neither am I the five instruments of elimination, 
    procreation, motion, grasping, or speaking. [more]
I am indeed, 
    That eternal knowing and bliss, Shiva,
    love and pure consciousness.
 
3)
I have no hatred or dislike, 
    nor affiliation or liking, 
    nor greed, 
    nor delusion, 
    nor pride or haughtiness, 
    nor feelings of envy or jealousy. 
I have no duty (dharma), 
    nor any money,
    nor any desire (kama), 
    nor even liberation (moksha). 
I am indeed, 
    That eternal knowing and bliss, Shiva,
    love and pure consciousness.
 
4)
I have neither merit (virtue), 
    nor demerit (vice). 
I do not commit sins or good deeds,
    nor have happiness or sorrow, 
    pain or pleasure. 
I do not need mantras, holy places, 
    scriptures (Vedas), rituals or sacrifices (yagnas). 
I am none of the triad of
    the observer or one who experiences,
    the process of observing or experiencing,
    or any object being observed or experienced. 
I am indeed, 
    That eternal knowing and bliss, Shiva,
    love and pure consciousness.
 
5)
I do not have fear of death,
    as I do not have death.
I have no separation from my true self, 
    no doubt about my existence, 
    nor have I discrimination on the basis of birth.
I have no father or mother,
    nor did I have a birth. 
I am not the relative, 
    nor the friend, 
    nor the guru, 
    nor the disciple. 
I am indeed, 
    That eternal knowing and bliss, Shiva,
    love and pure consciousness.
 
6)
I am all pervasive. 
I am without any attributes, 
    and without any form. 
I have neither attachment to the world, 
    nor to liberation (mukti). 
I have no wishes for anything 
    because I am everything, 
    everywhere, 
    every time,
    always in equilibrium. 
I am indeed, 
    That eternal knowing and bliss, Shiva,
    love and pure consciousness.
 

Sanskrit:
 
Mano Buddhi Ahankara Chitta Ninaham
Nacha Shrotra Jihve Na Cha Ghrana Netre
Nacha Vyoma Bhoomir Na Tejo Na Vayu
Chidananda Rupa Shivoham Shivoham
 
Na Cha Prana Samjno Na Vai Pancha Vayu
Na Va Saptadhatur Na Va Pancha Koshah
Na Vak Pani Padau Na Chopastha Payu
Chidananda Rupa Shivoham Shivoham
 
Na Me Dvesha Ragau Na Me Lobha Mohau
Mado Naiva Me Naiva Matsarya Bhavah
Na Dharmo Na Chartho Na Kamo Na Mokshah
Chidananda Rupa Shivoham Shivoham
 
Na Punyam Na Papam Na Saukhyam Na Dukham
Na Mantro Na Teertham Na Vedo Na Yajnaha
Aham Bhojanam Naiva Bhojyam Na Bhokta
Chidananda Rupa Shivoham Shivoham
 
Na Me Mrityu Shanka Na Me Jati Bhedah
Pita Naiva Me Naiva Mata Na Janma
Na Bandhur Na Mitram Gurur Naiva Shishyah
Chidananda Rupa Shivoham Shivoham
 
Aham Nirvikalpo Nirakara Roopaha
Vibhur Vyapya Sarvatra Sarvendriyanam
Sada Me Samatvam Na Muktir Na Bandhah
Chidananda Rupa Shivoham Shivoham
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